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ご挨拶 

 

第 31 回⽇本熱傷学会北海道地⽅会 
会⻑ ⽯川 耕資 

北海道⼤学病院 形成外科 診療講師 

 

 

 このたび、第 31 回⽇本熱傷学会北海道地⽅会を開催させていただきます。北海道⼤学

形成外科として本地⽅会を開催するのは、第 1 回（1994 年）⼤浦武彦教授、第 7 回

（2001 年）および第 11 回（2005 年）杉原平樹教授、私が初めて参加した第 17 回

（2010 年）⼭本有平教授、第 25 回（2019 年）村尾尚規診療准教授に続き、6 回⽬とな

ります。若輩ながら歴史ある本地⽅会の会⻑を拝命し、⽇々⼤変な熱傷診療に関わる若

い世代が気軽に参加できるよう、そして厳冬期の北海道において各地の先⽣にご参加い

ただけるよう本地⽅会としては、初めてのハイブリッド開催といたしました。 

 近年、熱傷治療に使えるようになった新たなマテリアルの使い⽅・使い時など、明⽇

から診療に役⽴つ Tips を共有すべく特別講演およびシンポジウム「新しい熱傷治療の実

際」を企画させていただきました。また、未来を担う若⼿医師が熱傷診療に興味をもち

熱傷専⾨医取得を⽬指すきっかけとなるよう、教育講演も企画いたしました。3 時間に凝

縮された最新の熱傷診療につき、活発な討論が⾏われることを期待いたしております。

多くの皆さまのご参加を⼼からお待ち申し上げます。 
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開催概要 

 

名称 第 31 回⽇本熱傷学会北海道地⽅会 

会期 令和 7 年（2025 年）2 ⽉ 8 ⽇（⼟） 

 
世話⼈会 

時間 12：00〜12：45 

会場 北海道⼤学医学部第 3 講堂（臨床講義棟 1 階） 

開催⽅法 ハイブリッド（現地＋Zoom ライブ配信） 

 Zoom ミーティング（事前にご連絡致しました URLよりご参加ください） 

総会・学術集会 
時間 13：00〜16:05 

会場 北海道⼤学医学部臨床⼤講堂（臨床講義棟 2 階） 

開催⽅法 ハイブリッド（現地＋Zoom ライブ配信） 

 Zoom ミーティング 

 （デジタルプログラム・抄録集に記載の 

  URLよりご参加ください） 

発表時間 シンポジウム：⼝演 10分・討論 4分 

 ⼀般演題：⼝演 5分・討論 3分 

 
会⻑ ⽯川 耕資（北海道⼤学 形成外科） 

事務局 北海道⼤学⼤学院医学研究院形成外科学教室 

 Tel：011-706-6978 Fax：011-706-7827 

 E-mail：info@prs-hokudai.jp 

 
⽇本熱傷学会北海道地⽅会学術集会は、⽇本熱傷学会認定熱傷専⾨医更新に必要な
学術集会（参加 10点、パネル・シンポ・講演等 10点、司会・座⻑ 5点、⼀般演題
5点）に認定されています。該当する⽇本熱傷学会認定熱傷専⾨医の⽅には後⽇、
証明書をメール送付いたします。  



 - 3 - 

交通のご案内 

 
 
JR 
札幌駅下⾞： 
徒歩約 20 分 
 
地下鉄 
南北線北 12 条駅下⾞： 
徒歩約 10 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
臨床講義棟 
 
 
駐⾞場はございません。公共の交通機関をご利⽤ください。  

病院正⾨ 

 会場 
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参加者へのご案内 
 
1. 録画・録⾳・写真撮影は会場内・オンラインいずれも、⼀切禁⽌といたします。 
 
 

＜現地参加者＞ 
 
1. 開場は 12:30 です。 
 
2. 受付の際、医師、医療従事者（看護師、理学療法⼠、作業療法⼠等）は年会費とし

て、救急隊員は参加費として以下の⾦額を申し受けます。 
・医師：2,000円（名誉会員：無料） 
・看護師、理学療法⼠、作業療法⼠、救急隊員：1,000円 

 
 

＜オンライン参加者＞ 
 
1. Zoom ミーティングの開場は 12:50 です。 

 
2. デジタルプログラム・抄録集に記載の URLもしくはミーティング IDから各⾃の

Zoom アカウントで登録を⾏い、参加してください。 
 
3. Zoom アカウントの表⽰名は「姓名（職種）」としてください。オンライン参加登録

の⽒名と照合して Zoom への⼊室を許可します。 
職種カテゴリー：医師、看護師、理学療法⼠、作業療法⼠、救急隊員 
例）⽯川 耕資（医師） 

 
4. 質問者は Zoom のチャットに質問内容をテキスト⼊⼒し、宛先を全員として送信して

ください。司会、座⻑が読み上げ、発表者が回答いたします。 
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発表者へのご案内 
 
1. 利益相反の有無は、演題タイトルの次の発表スライドに開⽰してください。利益相反

の項⽬、スライド様式は下記リンクの「⽇本熱傷学会学術集会：⾃⼰申告による利益
相反報告書」に準じてください。 
http://www.jsbi-burn.org/riekisouhan/riekisohan_shishin.pdf 

 
2. 個⼈情報保護の観点から個⼈が識別され得る症例の提⽰に際しては⼗分に注意を払

い、ご発表いただくようお願いいたします。 
 
3. 発表者は⽇本熱傷学会機関誌「熱傷」掲載⽤に演題名、演者名、施設名を含めて 400
字以内の抄録を 2⽉末⽇までに下記事務局宛てに E メールにてご提出ください。 
⽇本熱傷学会北海道地⽅会事務局：info@prs-hokudai.jp 

 
 

＜現地発表者＞ 
 
1. 2025 年 2⽉ 1 ⽇（⼟）までに下記事務局宛てに PowerPointもしくは Keynoteで作

成した発表データをお送りください。発表のためにお預かりしたデータは、学術集会
終了後に事務局が責任をもって消去いたします。 
第 31 回⽇本熱傷学会北海道地⽅会学術集会事務局：info@prs-hokudai.jp 

 
2. 発表は事務局で⽤意したMacBookにて⾏っていただきます。原稿を⼊⼒いただけれ
ば発表者ツールは使⽤可能です。 

 
3. オンライン参加者にも⾒えるよう PC 内のポインターツールをお使いください。 
 
 

＜オンライン発表者＞ 
 
1. 当⽇ご⾃⾝で発表画⾯を共有いただきます。事前にリハーサルを⾏いますので、別途

ご連絡させていただきます。  
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日本熱傷学会北海道地方会世話人一覧 
 

2024 年 12 月現在（五十音順） 
 
世話人代表 救急 早川 峰司 北海道大学 救急医学分野 
世話人・事務局幹事 形成 村尾 尚規 斗南病院 形成外科 
世話人・監事代理 救急 成松 英智 札幌医科大学 救急医学講座 
世話人 看護 石井 祥子 札幌医科大学附属病院 高度救命救急センター 
世話人 形成 石川 耕資 北海道大学 形成外科 
世話人 看護 岩佐 幸一 北海道大学病院 救急救命ナースセンター 
世話人 救急 岡田 基 旭川医科大学 救急医学講座 
世話人 形成 小田 陽一郎 市立釧路総合病院 形成外科 
世話人 形成 川嶋 邦裕 市立札幌病院 形成外科 
世話人 形成 木村 中 函館中央病院 形成外科 
世話人 看護 齋 直美 市立札幌病院 救命救急センター 
世話人 救急 提嶋 久子 市立札幌病院 救命救急センター 
世話人 救急 沢本 圭悟 札幌医科大学 救急医学講座 
世話人 看護 陶山 恵 旭川赤十字病院 看護部 
世話人 看護 干場 麻央 札幌医科大学 皮膚形成外科病棟 
世話人 形成 丹代 功 旭川赤十字病院 形成外科 
世話人 救急 奈良 理 手稲渓仁会病院 救命救急センター 
世話人 形成 林 利彦 旭川医科大学 形成外科 
世話人 形成 堀内   勝己 市立札幌病院 形成外科 
世話人 救急 前川 邦彦 北海道大学 救急医学分野 
世話人 看護 村上 由美子 市立札幌病院 看護部 
世話人 形成 山下 建 札幌医科大学 形成外科 
世話人 形成 山本 有平 北海道大学 形成外科 
世話人 形成 四ッ柳 高敏 札幌医科大学 形成外科 
世話人 消防 和合 匠学 札幌市消防局 警防部 

計 25 名 
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⽇本熱傷学会北海道地⽅会歴代会⻑ 
 
 

第 1 回 1994 年 10⽉ ⼤浦 武彦 北海道⼤学 形成外科 
第 2 回 1995 年 11⽉ ⾦⼦ 正光 札幌医科⼤学 救急集中治療部 
第 3 回 1996 年 11⽉ ⼿⼾ ⼀郎 市⽴札幌病院 救命救急センター 
第 4 回 1998年 1⽉ 阿部 清秀 札幌医科⼤学 形成外科 
第 5 回 1999 年 1⽉ ⼤河原 章 北海道⼤学 ⽪膚科 
第 6 回 2000 年 1⽉ 松原 泉 市⽴札幌病院 救命救急センター 
第 7 回 2001 年 2⽉ 杉原 平樹 北海道⼤学 形成外科 
第 8回 2002 年 2⽉ 浅井 康⽂ 札幌医科⼤学 救急集中治療部 
第 9 回 2003 年 2⽉ 本間 賢⼀ 中央美容クリニック札幌院 
第 10 回 2004 年 2⽉ 丸藤 哲 北海道⼤学 救急医学分野 
第 11 回 2005 年 2⽉ 杉原 平樹 北海道⼤学 形成外科 
第 12 回 2006 年 2⽉ 牧瀬 博 市⽴札幌病院 救命救急センター 
第 13 回 2007 年 2⽉ 四ッ柳 ⾼敏 札幌医科⼤学 形成外科 
第 14 回 2008年 2⽉ 浅井 康⽂ 札幌医科⼤学 救急集中治療学講座 
第 15 回 2009 年 2⽉ 吉⽥ 哲憲 市⽴札幌病院 形成外科 
第 16 回 2010 年 2⽉ 丸藤 哲 北海道⼤学 救急医学分野 
第 17 回 2010 年 11⽉ ⼭本 有平 北海道⼤学 形成外科 
第 18回 2011 年 11⽉ 浅井 康⽂ 札幌医科⼤学 救急集中治療学講座 
第 19 回 2012 年 11⽉ 阿部 清秀 くにもと病院 形成外科 
第 20 回 2013 年 11⽉ 牧瀬 博 市⽴札幌病院 救命救急センター 
第 21 回 2015 年 2⽉ 四ッ柳 ⾼敏 札幌医科⼤学 形成外科 
第 22 回 2016 年 2⽉ 奈良 理 ⼿稲渓仁会病院 救命救急センター 
第 23 回 2017 年 2⽉ 川嶋 邦裕 市⽴札幌病院 形成外科 
第 24 回 2018年 1⽉ 丸藤 哲 北海道⼤学 救急医学分野 
第 25 回 2019 年 1⽉ 村尾 尚規 北海道⼤学 形成外科 
第 26 回 2020 年 1⽉ 成松 英智 札幌医科⼤学 救急医学講座 
第 27 回 2021 年 1⽉ 四ッ柳 ⾼敏 札幌医科⼤学 形成外科 （Web） 
第 28回 2022 年 1⽉ 提嶋 久⼦ 市⽴札幌病院 救命救急センター （Web） 
第 29 回 2023 年 1⽉ 村尾 尚規 ⽃南病院 形成外科 
第 30 回 2024 年 2⽉ 早川 峰司 北海道⼤学 救急医学分野 （Web） 
第 31 回 2025 年 2⽉ ⽯川 耕資 北海道⼤学 形成外科 （Hybrid） 
第 32 回  成松 英智 札幌医科⼤学 救急医学講座 

（現地以外の開催⽅法） 
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総会・学術集会プログラム 
 
 
13：00 開会の挨拶 

会長 石川 耕資 
 
13：00～13：10 総会 

日本熱傷学会北海道地方会事務局幹事 
／斗南病院 形成外科 村尾 尚規 

 
 
13：10～13：50 特別講演（共催セミナー）  

司会 北海道大学 形成外科 石川 耕資 
 
 新しい熱傷治療の実際−RECELL の使用経験− 

兵庫県立加古川医療センター 救急科 國重 千佳 
 

共催：第 31 回日本熱傷学会北海道地方会学術集会／コスモテック株式会社 
 
 
13：50～14：00 休憩 
 
 
14：00～14：56 シンポジウム「新しい熱傷治療の実際」 

座長 市立札幌病院 形成外科 七戸 龍司 
 

1. RECELL®︎の適切な使用場面について～単独使用は有効なのか？～ 
札幌医科大学 形成外科 上田 直弘 

 
2. 市立札幌病院における熱傷治療の実際 

市立札幌病院 形成外科 草島 英梨香 
 

3. ネキソブリッド®︎使用症例の検討−当施設の４症例による比較 
函館中央病院 形成外科 大塚 一輝 

 
4. 熱傷に対するネキソブリッド®︎の使用経験 

北海道大学 形成外科 中村 嘉諭 
 
 
14：56～15：10 休憩 
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15：10～15：50 一般演題  

座長 札幌医科大学 高度救命救急センター 沢本 圭悟 
 

1. 非固着性シリコーンゲルドレッシング材 SI メッシュを用いて簡便化したパッチ植皮
手技 

北海道大学 形成外科 石井 陸 
 

2. 保存的治療によって治癒した灯油化学損傷の２例 
函館中央病院 形成外科 堀内 美恵 

 
3. アスコルビン酸の使用により尿中クレアチニンが偽性低値となった広範囲熱傷の１例 

北海道大学 大学院医学研究院 救急医学教室 福原 侑真 
 

4. イソジンシュガーパスタ軟膏の使用が、高血糖、脱水症、甲状腺機能低下症の要因の
１つと疑われた 1 例 

北海道大学病院 救命救急センター 田中 祥平 
 

5. 熱傷事案の情報伝達について～救急隊アプリのご紹介～ 
札幌市消防局警防部救急課救急指導係 宇野 貞廣 

 
 
15：50～16：05 教育講演  

司会 札幌医科大学 形成外科 北田 文華 
 
 2024 年度日本熱傷学会専門医試験を終えて 

北海道大学 形成外科 石井 浩子 
 
 
16：05 閉会の挨拶 

会長 石川 耕資 
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⽇本熱傷学会北海道地⽅会会則 

 

第１章 総  則 
 
第１条 本会は⽇本熱傷学会北海道地⽅会（以下、本会）と称し、その事務局を北海道⼤学⼤学院医学

研究院形成外科学教室に置く。 
第２条 本会は北海道における熱傷に関する教育、研究、予防、医療の連絡提携および促進を図り、専

⾨知識の増進普及に貢献し、併せて会員相互の懇親融和を図ることを⽬的とする。 
第３条 本会は前条の⽬的を達するために次の事業を⾏う。 
  1. 学術集会の開催 
  2. その他 

 

第２章 会  員 
 
第４条 本会の会員は原則として⽇本熱傷学会会員とするが、⽇本熱傷学会会員以外でも本会の⽬的に

賛同し、所定の⼿続きを経て会費を納⼊するものは会員と認めるものとする。 
  1. 会  員…医師および世話⼈会で承認された医学研究者 
  2. 名誉会員…65 歳以上の地⽅会会⻑経験者で世話⼈会の議を経て推薦されたもの 
  3. 準 会 員…医療に従事する者（看護師、OT、PT など） 
  4. 救急隊員 
  5. 賛助会員…本会の⽬的、事業を賛助する上記以外の個⼈、任意団体または法⼈の代表者 
第５条 本会に⼊会しようとするものは、当該年度の会費を添えて本会事務局に申し込むものとする。 
第６条 会員は会費を引き続き２年以上滞納したときはその資格を失う。 

 

第３章 役  員 
 
第７条 本会には若⼲名の世話⼈と事務局幹事を置く。 
第８条 本会の会⻑は世話⼈会において互選により選出する。 
    会⻑の任期は１年とする。 
第９条 世話⼈は世話⼈会において選出する。 
第１０条 本会は世話⼈代表 1 名を置き、原則として北海道⼤学⼤学院医学研究院救急医学教室、札幌医

科⼤学医学部形成外科、札幌医科⼤学医学部救急医学講座、北海道⼤学⼤学院医学研究院形成
外科学教室が順次担当する。 

     世話⼈代表の任期は 4 ⽉ 1 ⽇から翌々年 3 ⽉ 31 ⽇までの 2 年とする。 
     世話⼈代表は本会を代表し本会の業務を統括する。 
第１１条 事務局幹事は本会の事務･会計を担当し事業計画と収⽀決算書の作成にあたる。 
第１２条 本会には監事１名を置く。 
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第４章 会  議 
 
第１３条 本会の会議は次のとおりとする。 
      (1)学術集会   (2)世話⼈会   (3)総会 
第１４条 毎年１回以上学術集会、総会を開催する。 
第１５条 会⻑は学術集会、総会を開催する。 
第１６条 会⻑は世話⼈会を招集しその議⻑になる。 

 

第５章 会  計 
 
第１７条 本会の年会費は以下の通りとする。 
  1. 会員は 2,000 円、準会員は 1,000 円とする。 
  2. 名誉会員は年会費を免除する。 
  3. 救急隊員は参加費を 1,000 円とする。 
  4. 賛助会員は 20,000 円とする。 
第１８条 会計は毎年⼀回世話⼈会の承認を得る。 
第１９条 本会の会計年度は４⽉１⽇に始まり３⽉３１⽇に終わる。 

 

第６章 会則の変更 
 
第２０条 本会の会則は世話⼈会の承認を得て改定することが出来る。 

 

付  則 
 
 １ 本会則は 1994 年 4 ⽉ 1 ⽇より実施する。 
 １ 本会則は 1997年 4 ⽉ 1 ⽇より改定実施する。 
 １ 本会則は 2005 年 4 ⽉ 1 ⽇より改定実施する。 
 １ 本会則は 2015 年 4 ⽉ 1 ⽇より改定実施する。 

 







 

ナーブリッジ ®

※「ナーブリッジ　」「Nerbridge   」は東洋紡㈱の神経再生誘導チューブを示す商標です

ｒ

販売業者：センチュリーメディカル株式会社
製造販売業者 ： 東洋紡株式会社
販売名 ： 神経再生誘導チューブ ナーブリッジ
医療機器承認番号 ： 22500BZX00106000
一般的名称 ： コラーゲン使用吸収性神経再生誘導材

Nerbridge

神経再生に新たな架け橋を

※神経束拡大図

®

® ®
クラス分類：高度管理医療機器（Ⅳ）

選任製造販売業者：センチュリーメディカル株式会社
外国製造業者：ABIGO Medical AB（スウェーデン）：
販売名：Sorbact コンプレス　承認番号：23000BZI00030000
一般的名称：深部体腔創傷被覆・保護材　JMDNコード：36226000
クラス分類： 高度管理医療機器（Ⅲ）
販売名：Sorbact ジェルドレッシング　承認番号：23000BZI00036000
一般的名称：二次治癒ハイドロゲル創傷被覆・保護材　JMDNコード：34082003
クラス分類：高度管理医療機器（Ⅲ）　　　Sorbact®はABIGO Medical ABにより商標登録されています

製造販売業者：センチュリーメディカル株式会社
外国製造業者：Humeca B.V.（オランダ）
販売名：MEEK拡張器　承認番号：30200BZX00038000
一般的名称：自家植皮拡張器　JMDNコード：70443002
クラス分類：管理医療機器（Ⅱ）
販売名：MEEK植皮片カッター　届出番号：13B1X00089041003
一般的名称：人工皮膚メッシュ拡張デルマトーム　JMDNコード：13614000
クラス分類：一般医療機器（Ⅰ）
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共催・協賛企業一覧（広告掲載順） 

科研製薬株式会社 
コンバテックジャパン株式会社 
アルケア株式会社 
スミス・アンド・ネフュー株式会社 
センチュリーメディカル株式会社 
株式会社ジャパン・ティッシュエンジニアリング 
コスモテック株式会社



 




